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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 2,537 10.3 △273 ― △310 ― △324 ―

21年12月期第3四半期 2,300 ― △591 ― △617 ― △690 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 △9,570.22 ―

21年12月期第3四半期 △19,609.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 4,246 1,726 40.7 50,984.81
21年12月期 4,877 2,138 43.8 62,856.73

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  1,726百万円 21年12月期  2,138百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― ― ― 1,000.00 1,000.00
22年12月期 ― ― ―

22年12月期 
（予想）

1,000.00 1,000.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,800 18.1 37 ― 7 ― 3 ― 88.18



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融所品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q  41,776株 21年12月期  41,776株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  7,912株 21年12月期  7,753株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q  33,874株 21年12月期3Q 35,194株



1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………2 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 …………………………………………………2 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 …………………………………………………2 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 …………………………………………………3 

2. その他の情報 ……………………………………………………………………………4 

(1) 重要な子会社の異動の概要 …………………………………………………………4 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ………………………………………4 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ………………………………4 

3. 四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………6 

(1) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………6 

(2) 四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………8 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………10 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ………………………………………………………11 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ………………………………11 

  

  

○添付資料の目次

サイレックス・テクノロジー㈱(6679)　平成22年12月期第３四半期決算短信 

- 1 -



当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日）におけるわが国経済は、2008

年後半以来の世界的な景気減速から政府主導の経済対策や外需主導でようやく持ち直しの動きが出てき

たものの、その反転力は弱く盛り上がりに欠けています。当社が属する電機・IT業界においても、新興

国への輸出が活発と言われる半面、欧州の景気後退に端を発する円高傾向が輸出環境に悪影響を与えて

おり、国内企業では設備投資や開発予算を抑制する傾向が続いています。  

このような経済環境の中、当社の連結売上高は前年同期比10.3％増加の25億37百万円となりました。

ネットワーク関連事業（旧Connectivity & Wireless Solution事業）につきましては、まず、USBデ

バイスサーバで国内外のPC周辺機器メーカのルータへのソフトウェア組込みビジネスが活発となってき

ており、また、NTTグループで展開するクラウド時代に対応した新サービスに採用され、新しい展望が

見えてきました。また、無線LANモジュールに関しても、小型・省電力を実現するPCIeに対応する新製

品発売を契機として、無線LAN関連製品の開発案件の受注も活発になってきました。更にディスプレ

イ・ネットワーキングの分野でも当社が得意とするメーカへのOEMビジネスが幾つか始まりました。こ

れら戦略分野の案件は着実に増大傾向にあります。ただ、本格的な量産プロセスへの移行に今少しの時

間を要し、当期売上への貢献はまだ低く、また、市場が成熟しているプリントサーバ製品群の売上が引

続き減少(前年同期比24.4％減少)した結果、同事業全体の売上高は前年同期比1.0％増加の20億10百万

円と微増に留まりました。なお、プリントサーバ製品群以外の戦略分野のネットワーク製品売上は10億

91百万円（前年同期比41.0%増加）となり、製品構造の改革はほぼ計画通り前進してきました。（第１

四半期連結会計期間から「Connectivity & Wireless Solution事業」は「ネットワーク関連事業」と名

称変更しております。）  

その他事業につきましては、Design and Manufacturing Service事業の売上が安定的に増加した結

果、売上高は前年同期比69.5％増加の５億27百万円となりました  

営業損益は、人件費をはじめとしたあらゆる経費の圧縮効果もあり、前年同期より損失幅が縮小し、

２億73百万円の損失（前年同期は５億91百万円の損失）となりました。また、営業損失の減少に伴い、

経常損益は３億10百万円の損失（前年同期は６億17百万円の損失）、四半期純損益は３億24百万円の損

失（前年同期は６億90百万円の損失）となりました。  

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ６億31百万円（12.9％）減少し、

42億46百万円となりました。 

流動資産は前連結会計年度末に比べ４億94百万円（13.6％）減少の31億35百万円（総資産比73.8％）

となりました。これは、主として現金及び預金が１億28百万円、有価証券が３億99百万円それぞれ減少

したことによるものであります。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ１億36百万円（10.9％）減少の11億11百万円（総資産比26.2％）

となりました。これは、主として有形固定資産が65百万円、ソフトウエアが65百万円それぞれ減少した

ことによるものであります。 

一方、当第３四半期連結会計期間末の負債総額は、前連結会計年度末に比べ２億19百万円（8.0％）

減少し、25億19百万円（総資産比59.3％）となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産等の状況
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流動負債は前連結会計年度末に比べ５億90百万円（77.2％）増加の13億55百万円（総資産比31.9％）

となりました。これは、主として１年内償還予定の社債が６億32百万円増加したことによるものであり

ます。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ８億９百万円（41.0％）減少の11億64百万円（総資産比27.4％）

となりました。これは、主として社債が６億32百万円、長期借入金が２億５百万円それぞれ減少したこ

とによるものであります。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ3.2ポイント減

少の40.7％となり、１株当たり純資産額は50,984円81銭（前連結会計年度末は62,856円73銭）となりま

した。 

  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ５億27百万円減少し、13億33百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は、１億36百万円（前年同期は１億21百万円の獲得）となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純損失が３億21百万円、受注高増加に伴うたな卸資産の増加額が１億63

百万円というマイナス要因があったものの、減価償却費が１億95百万円、売上債権の減少額が１億17百

万円あったことにより１億36百万円の支出におさえることができたものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、62百万円（前年同期比75.9％減）となりました。これは主に、無形

固定資産の取得による支出が36百万円あったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、２億93百万円（前年同期比103.2％増）となりました。これは主

に、長期借入れによる収入が１億円、長期借入金の返済による支出が３億53百万円、配当金の支払額が

33百万円あったことによるものであります。 

  

当期の業績予想につきましては、平成22年２月12日の発表の数値に変更はありません。 

② キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

 (簡便な会計処理) 

① 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出においては、実施棚卸を省略し、第２四半期連結会計

期間末の実施棚卸高を基礎として、合理的な方法により算出しています。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  

 (四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

該当事項はありません。 

  

 (四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更) 

工事契約に関する会計基準の適用 

受注制作のソフトウエア（ソフトウエアの請負契約）に係る収益の計上基準については、従来検収

基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月

27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12

月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手したプロジェクトか

ら、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められるプロジェクトに

ついては工事進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）を、その他のプロジェクトについては工事完

成基準を適用しております。 

なお、これによる売上高、営業損失、経常損失および税金等調整前四半期純損失に与える影響はあ

りません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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 (表示方法の変更) 

① 四半期連結貸借対照表 

前第３四半期連結会計期間において無形固定資産の「その他」に含めて表示しておりました「ソフ

トウエア」は、その重要性が増したため、当第３四半期連結会計期間より区分掲記することといたし

ました。なお、前第３四半期連結会計期間の無形固定資産の「その他」に含まれる「ソフトウエア」

は302,425千円であります。 

② 四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間において営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「未払配

当金除斥益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間より区分掲

記することといたしました。なお、前第３四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる

「未払配当金除斥益」は1,044千円であります。 

③ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました投資活動によるキャッシュ・フローの「投

資有価証券の取得による支出」（当第３四半期連結累計期間△19千円）、「差入保証金の回収による

収入」（同50千円）については、重要性がなくなったため、「その他」に含めて表示することといた

しました。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 825,747 953,974

受取手形及び売掛金 886,930 1,019,502

有価証券 507,279 906,829

たな卸資産 726,213 570,660

未収入金 143,202 139,276

その他 49,998 45,109

貸倒引当金 △4,161 △5,207

流動資産合計 3,135,211 3,630,145

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 663,222 703,692

機械装置及び運搬具（純額） 56,281 72,679

工具、器具及び備品（純額） 68,052 79,349

リース資産（純額） 11,621 9,018

有形固定資産合計 799,178 864,738

無形固定資産   

ソフトウエア 209,373 274,924

その他 3,487 3,487

無形固定資産合計 212,861 278,411

投資その他の資産   

投資有価証券 2,533 4,297

その他 120,198 125,274

貸倒引当金 △23,521 △25,102

投資その他の資産合計 99,209 104,469

固定資産合計 1,111,249 1,247,619

資産合計 4,246,461 4,877,765
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 146,467 117,471

1年内償還予定の社債 632,000 －

1年内返済予定の長期借入金 390,187 437,943

未払法人税等 5,466 8,556

製品保証引当金 1,237 1,359

賞与引当金 50,407 －

返品調整引当金 13,389 14,563

その他 116,005 184,846

流動負債合計 1,355,162 764,740

固定負債   

社債 268,000 900,000

長期借入金 498,863 704,655

繰延税金負債 330 342

退職給付引当金 348,300 321,400

役員退職慰労引当金 40,450 40,450

その他 8,805 7,602

固定負債合計 1,164,749 1,974,450

負債合計 2,519,911 2,739,190

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,058,191 2,058,191

資本剰余金 2,076,539 2,110,562

利益剰余金 △1,753,565 △1,429,383

自己株式 △419,237 △413,457

株主資本合計 1,961,929 2,325,913

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 483 554

為替換算調整勘定 △235,863 △187,894

評価・換算差額等合計 △235,379 △187,339

純資産合計 1,726,549 2,138,574

負債純資産合計 4,246,461 4,877,765
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,300,794 2,537,811

売上原価 1,396,186 1,723,246

売上総利益 904,608 814,564

販売費及び一般管理費 1,496,383 1,087,838

営業損失（△） △591,775 △273,273

営業外収益   

受取利息 2,603 1,293

受取配当金 18 20

有価証券売却益 5,557 －

法人税等還付加算金 2,942 －

未払配当金除斥益 － 1,095

その他 1,991 1,051

営業外収益合計 13,112 3,461

営業外費用   

支払利息 25,815 21,657

支払保証料 2,617 2,617

為替差損 3,714 12,590

その他 6,306 4,296

営業外費用合計 38,454 41,162

経常損失（△） △617,117 △310,974

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,101 －

補助金収入 3,688 －

特別利益合計 4,789 －

特別損失   

固定資産除却損 11,334 －

事業構造改善費用 4,627 －

たな卸資産評価損 20,307 －

投資有価証券評価損 － 1,701

和解金 － 8,650

特別損失合計 36,270 10,351

税金等調整前四半期純損失（△） △648,598 △321,325

法人税、住民税及び事業税 4,901 2,855

法人税等調整額 36,652 －

法人税等合計 41,553 2,855

四半期純損失（△） △690,151 △324,181
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 705,140 894,000

売上原価 507,438 628,221

売上総利益 197,702 265,779

販売費及び一般管理費 426,353 343,986

営業損失（△） △228,651 △78,207

営業外収益   

受取利息 495 373

受取配当金 18 20

有価証券売却益 5,557 －

その他 121 13

営業外収益合計 6,193 408

営業外費用   

支払利息 8,512 7,121

支払保証料 882 882

為替差損 12,325 10,616

その他 2,567 1,157

営業外費用合計 24,287 19,777

経常損失（△） △246,745 △97,576

特別損失   

固定資産除却損 136 －

事業構造改善費用 168 －

その他 7 －

特別損失合計 312 －

税金等調整前四半期純損失（△） △247,057 △97,576

法人税、住民税及び事業税 1,010 894

法人税等合計 1,010 894

四半期純損失（△） △248,068 △98,470
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △648,598 △321,325

減価償却費 347,005 195,533

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,544 1,568

賞与引当金の増減額（△は減少） 53,672 50,407

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,800 26,900

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △790 －

受取利息及び受取配当金 △2,622 △1,314

支払利息 25,815 21,657

有価証券売却損益（△は益） △5,557 －

固定資産除売却損益（△は益） 11,334 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,701

和解金 － 8,650

補助金収入 △3,688 －

売上債権の増減額（△は増加） 273,943 117,197

たな卸資産の増減額（△は増加） 203,384 △163,747

未収入金の増減額（△は増加） 20,238 △3,926

仕入債務の増減額（△は減少） △80,077 34,643

その他 △131,564 △60,929

小計 78,841 △92,983

利息及び配当金の受取額 2,622 1,314

利息の支払額 △29,553 △24,989

法人税等の支払額 △30,901 △5,539

法人税等の還付額 100,016 2,932

和解金の支払額 － △17,000

営業活動によるキャッシュ・フロー 121,025 △136,266

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 5,557 －

有形固定資産の取得による支出 △30,317 △25,895

無形固定資産の取得による支出 △268,450 △36,114

投資有価証券の取得による支出 △16 －

補助金の受取額 3,688 －

差入保証金の回収による収入 30,335 －

その他 355 △258

投資活動によるキャッシュ・フロー △258,848 △62,268

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 300,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △335,028 △353,323

配当金の支払額 △53,466 △33,005

自己株式の取得による支出 △55,848 △5,820

その他 △334 △1,821

財務活動によるキャッシュ・フロー △144,677 △293,972

現金及び現金同等物に係る換算差額 △527 △35,269

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △283,029 △527,777

現金及び現金同等物の期首残高 2,280,790 1,860,804

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,997,761 1,333,027
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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